
年間報告書 2009

同志社エコプロジェクト

い

Doshisha Eco project

2009

問志牡大学'エネルギー推泡委会

同志社エコプロジェウト(DEP)

〒610-0394

京田辺市多々巨都谷1-30ーム記念館2階 RM210

0774-65-7813TEL

MAIL d印扇Um1射m訓.com

h訂Pゾ/NOP■odo'1113卜1■"1WURL

同
◆
、
ー
エ
コ
ブ
ロ
シ
エ
'



2009年度 DEP活動スケジュ

4
'中兪 1 乢

新入生勧誘活動

4月全体会
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全体活動

5月全体会中止)

学生環境エネルギーフヰーラム(@東京大学五月摂

COP15前イベント(@京都市役所前)
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6月全体金

夏の省エネ活動聞始一 P.5・8

世界学生環境サミット in ヴィクトリア

(@カナダ】参加→P.18
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7月全体会

古エネアンケート実施

ムUOUST

8月全体会夏合宿
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S主PTE開息ER

【畠すみCh】第1回上映会開催

個別プロジエクト活動
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9月全体会大阪ガス・ガス科学艶見学)

OC冨OEEH

【+モ】ι.t' go t0 里山遊ほう!
~ほら翌はそこにある~→P.14
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@りトリート)→P.10

"OVE"ヨ亘R

【あすみ Ch】スタートアップ報告会

10月全体会 ADAM祭・EVE瑠境活動)→P.11

冬の省エネ活動聞始→P,5-8

12
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"月全体会

省エネアノケート

12月全件会冬合宿>→P.12

全国大学生環境活動コンテスト2009参加→P.18

【広報】でウぷっぷ 5号発行

J轟叫U貞RY

はじめに

【あすみ Ch】ステップアップキャンプ参加

【G0 四大学早租田・慶応・京大・同志牡)で討詰鬨始

【+日冏志牡こどもアジェンダ@同志社小宇校
~ 10月
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1月全体会

F重BRU貞nY

■2m9年塵の活動を援り返って"

2m9年座のDEP活動は、細織設立から3年目に人り、夏季、冬季の空調譜風の詮定などの省エネ活動は垈*的な括動として定箸して

きました。その他にも,学内外で様々な環境活動に取り組むことができたということは、割憾としての成長の証でしょう.もともとDEPは、

火学の右エネルギー椎逃委員会が学生とともに、効巣的な省エネ活動を進めていきたいと"えて般砥されました。今年度の活動の叩で、

般立の目的のーつである典体的な古エネ活動に取り組めたことは大学の資任者として、とても喜んでいます.同志社火学は学生数も多く、

広大なキ十ンパスを擁Lていま寸。そのため、尖際に竹エネ効巣をあげ、火母の廃棄物をN」減することは、大変困雜なことですしかし、

大学と学生が迎携し、目操達成に向けて取り粗んでいくこ七で、誓コ1に成染を上げることができると思います.また、今年庶はD即のι井

生が中心となり.環境問粕に取り組む月本の4大学(京昂火,芋疫塵綻拠大学皐揺田大学向恕社大、学)における「環喚シンポジウム」

を隔依し、成功させたことは高く評価しています

2月全体会

3
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3月全体会

年問報告杏ユ009作成

【あすみ Ch】 AOAM祭あすみミユーシアム

IG0 珊境シンポジウム

'

これから遭要丸と'(う須境1舌動人学の挽.ιtで)

火学は、2卯8{F4月、環境保全突験拠習空拠七ンターを般立し、省エネをはじめとし

た環境闘凱への瞰粗み、敦奇副究の場の安全な環境整伽をさらに雄めることを開姑Lまし

た。学内の古エネ、廃棄物、自然環堆保金の取り粗みとあわせ、地球港暖化防止など世界的

な堺堆問地にも、本学の打する却的財産を活用してぃきたいと忠っています。そのため、学

内での教載nを学生との協力だけでなく、1丁政、企業、市民など牡会との迎携も視野に入れて.

柳極的な取り細みができればと希望しτいます大学の托会的貴任の鋤气からも、大学と学

生が礼会との迎携を匙め、さらに烈」果が」な瞭境圃劇解決に向けての活動を製間していきたい

と思います

【広蛾】でっぶっぶ6号発行

同志社エコフロジェクト

D

★

【あすみ Ch】番組をケーブルτν KCN京都

【あすみCh】最終成乗報告会

2卯9年座の活動を挺り返って

2卯9作度は、 DEPの3本柱の「肌境活動」「内己成長」「秦しさ」がしうかりと立った一郎でした。まず.月に一1妾の全体会を 12回き

ちんと仰催出来たことは、D印の大きな士台になりました。そして、瓜境活動を史耀する佃例プロジェケトは、昨年までは詳論小心の活

動でしたが、今年からはしっかりと爽際に括動し.そこで学んだことはD王Pとして本当に大きなものでした.全体会も個別プロジェウトも、

行き迹いや停滞があるため、リーダーとしてモの唖に話を聞いて苛中を押すのが、本当に火変でした。しかし羽1し貌けているといつの閥

にか驚促的に加辿し、私を証いていくメンバーが"もしくもありました。そして、何よりも全活動で常に楽Lんでいたことが一排です。

今午度は特にDEPには笑いが多か0たと恩いま寸。D印内芝ミ竪なんかも.話動の」'餓はやはり「楽しさ」だと突感できる一郎でした。

J
り

これからし、饗だと恕う環暁活動(学生の祝」,气で)

学ぷことと、疑銃することだと恐います。学生とは社会に出るために槿々なことを学ぶ人

たちのことです.編境閻Nに間しても学生の本分を忘れないでいれば、この先白分たちが様々

な分野で社会に出たときに「環境痢一世lt1として世の中を変えていSことが出来ると思い

ます。環境括動に敗り細む学生は目に見える成染や帖果に目が行きがちですが、そのような

意戯を持ち、環刷川皿や田境括動を学ぶことが火り1ですね。

ELて、継紘この団体を含めて学生の噺墳活動を続けていくことが爪妾だと1!1います

人学生活は、一部を除いて4年です.たった4年で1上会に出来ていく学生たちがで、環墳恬

動を靴続するには、径輩に引き縦いでいくことが必亜になります。爽のところ、これは騒も鎌

しいことで゛。モして、「継鱗は力なり」と言いますが、継貌することにこそ力が使りますこ

の点をしっかりと"えて用墳活動を逃めてほしいです轍"J
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はじめに

DEP概要

省エネ報告

全体会

ADAM祭& EVE環境活動

合宿

十ε

鈴木一・器
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GC

あすみチャンネル

外部イベント

しゃべリ場

DEPメンバー紹介

編集後記
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+〔は、主に小学生を対叡とした環境教育を行っτいま

すプロジェクト名に含まれるεは、 EnⅥro"menu、

+E Educationj、 rEnjoymenU の頭文字からでぎており、楽

しみながら環境を学んでほしいという想いが表わされて

います DEPならではの環境教育を創造実践し、r感じ・考え動き出すきっか

けを与えるというMiS5ionのもと、私たちの環境教音によってあらゆるきっかけ

を捉供し、一人でも多くの人が環境に興味を持つことを目指しτいます D印の中

ではリ人数ですが、その分メンバー問の連携はよく、和気あいあいとした雰囲気の

プロシエクトです

今後は、2009年度での経験を活かして、環境教育の質を上げτいきたいと思いま

す 2010年度には、自然を五感で体験する「ネイチャーゲームの企画を進めτおり、

さらなるきっかけを捉供していきたいと思います。

.

あすみチャンネルは、人々の環境問題に対する意

あすみ 識の向上を目指して、環境問題をテーマとしたテレビ

番組を制作するプロジエウトです.同志社口ーム記念

チャンネ1 館プロジェクトとして、伺志社大学、制KCN京都、京

都府中小企業技術センター、{詞べルウッドクリエイツ

の3企業の協力のもと、番組を制作しています本プロジェクトでは、企画柵成

取材撮影ナレーション映像編集など、番組を制作するために様々な作業を行

うため、それぞれの個性や感性、得意分野を活かした多種多様な能力を身に付ける

ことができますまた、テレビ局の見学や実際のロケ現坦の見学など、学生だけで

はなかなか得ることのできない貴血な経験ができるのも魅力のーつです

2010年度からは、 D印の活動をメインテーマとして環境問短に関する映像コン

テンツを制作し、D印の知名度の向上、また人々の環填意識の向上を目指して活動

の幅をさらに広ιナτいく予定です

.

.

,

広報では、D印の学内外への広報活動を一手に担っ

ています年問報告杏の作成やHPの管理など団体の中

広報 心的な広報活動の主力となり、広報独自に学生の環境

意識を高めるためにエコマガジン「でっぷっぷ」を年に

2 回発行してぃます。「でっぷっぶ」が目指すものは、どんな学生も親しみやすい工

コマガジンです。これまでは料理、旅行、読杏などと環境を絡めて情報を捉供して

きましたメンバーはこの活動を通して、記車を哲いたりデザイン系ソフトを使つ

たりするスキルもアップしました。「でっぷっぷ」は掌内各1也年問報告香は学内外

に設置されています。見かけたら、ぜひ手に取つてみて下さい

今後の活動として、「同志社大学とえばD印!」とわれる団体を目指して、学

内外に向けた広報活動を行っていきたいと考えています.また、発行部数は最低限

です紙の無駄迫いは絶対にしない、環境に配慮した広報であリ続けます

D EP 理念と方針

個別プロジエウト

GC(国際交流)あすみチ¥ンネル

+E1環堤教音) 広報

同碧社大学におも

を実践していく

/

,

.

エネレギー廃棄物

特性をかし大多面的・

?

^

て学牛大学力共に環境問趨を世界的視野で捉え

そしてその成巣を社会に対して還兀していく

^

●弔1

DEP組織図

、『

'

゛

月然環境の分野こ主軸を磁き

継統的アプローチを1丁てモく

.

.

同志社大学

茜エネルギー推進委
^
^

事務局環境保全・実験実習支援センター

^

その問題解決ιL向け、活動

各分野の環境問麺解決に向けて大,の

営部
本プロジェウトを素来につなげるための運営活動および、

本プロジエクトの珊在の活動が円滑に進むための通嵩活動をhう部署

活動部
本プロジエケトの理念を逢する、学生ならではの環境活動を実践・提言していく部粧

同志社エコプロシェクト

.

岳

全体プロジエクト

省エネ活動

GCとは、 Globalcanmu"kauonの略で、 DEPにおいτ国際部的な役

割を担っています D印の活動と世界の環境活動を送受することに

C より、様々な人の環境意識知誠が向上する場を創出するプロジェウト

です環填問題は、国境を超える問題であり、国際的な情報交換や活動

が必翌だという想いから発足しました環境知識意識を持つ人がスタンダードとなり、

1也球人口=境人口である地球を目指しています帰国子女を篭頭に、長期休暇を利用し

て海外へ行くメンバーが多いことが大きな特徴ですまた、OEP以外にもいろいろな活動

に取り組んでいるメンバーが多いため、自由な発想力を持っているプロジエクトです

2010年度は、これまでの活動の軽験を活かして、 NPと日本と世界をつなげてぃけるよ

うな活動を展聞していきたいです。きらに、向志社大学が国馴ヒ拠点整備事業(グローバ

ル30)に認定されたということもあって、留学生も^に巻き込んでいきたいと考えてぃ

ます

嘩

現境保全課

.
气

、
.
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省工不活動般告第冷~活動内符~

実際に私たちが取り組んでいる省エネ活動を写真とともに、時系列に沿って紹介します

企画 ^

同志社大学での省エネ活動をDEPが大学に提案します
2009年度は夏のエアコン設定温度を28度に、冬のエアコン
設定温度を20虚にすることを提案し、承認されました

看板立て

各教室でエアコンを使用できる時娚になると、学内のいた
るところにエアコンの般定温度が夏28度、冬20度になってい
ることを周知する立て看板やポスターを設定します

アナウンス
署板設皿後は、登校してくる学生にエアコンの股定温度(夏

28度冬20塵)をアナウンスして、学生に大学の省エネ活動
について知ってもらいます。

授業時問の部を顛き、夏冬1週問ずつ、設定温度に関する
アノケートを実施しますまたこのときDEPメンバーは、15分問
隔で教室の温度と湿度の測定を1丁います

プロジエクトという学生団体を作ることになりましたそのため、私たちは2008年から省エネ活動を開始したの
です

アンケート調査

哩"

アンケート集計
このアンケート全てに目を通し、これからの省エネ活動に活

かします回答柵には省エネのためのアイディアが霄き込まれ
ていることもあり、学生の意識の高さを感じることができます。

省エネ法において第一稲エネルギー管理指定工場ι一同志牡矢学京田辺校地が指定され、同志社大学は努力

目標として「エネルギー使用量が、定値を超えた場合、ネιレヂーの使用効率を年平均で1%改善することと

全ての結果を踏まえて、省エネ活動の報告齊を作成します
大学の省エネ推進委n会に提出し、学生の声や省エネ活動の
実態を報告します

報告書の提出

同志社大学省エネルギー対策2009

活動報告

新聞にも掲載されました!

アナウンスの時に取材を受け、D印の省エネ活動がその他の取
り組みとともに中日新聞に掲載されました

'

同志社大学では、2009年度も、引き続き省エネ活動を行いました D印も、大学に様々な省
エネ活動を提案し、学生にはその活動の協力を呼び掛けました頂を追って、私たちの活動
を報告していきます

都市ガスの消費量

電力の消費量

D印省エネ活動に対する学生の支持率

.アンケート集計枚数

.亀'

省エネ活動報告第章~2009年度の私たをの取り紲み~

,夏のエアコンの温

よ.
J

・後の活動を推'、

ーー沌御獣拠、肺一半・加"-f卿一

'

、0 .ノ 冒 ,

伊中で、環・が深却し、省天今活動への注口が高まってい。
伺志社大学が省エネ法第一種エネルギー管理指定工場に認定され志杁る。

お7,127【m'1 削減!!

36,634【kwh1 削減!!

81.6%"

4945枚望2945枚冬2000枚

.

て

.

エコ'、

エ、'の周活

くために.生こし'

8

・詞志社大学の利用者はほとんどが学生学生で省エネ活動をhつ必要性がある

0t



省エネ活動帳1 第六一~学生の声~

Q、¥う L τ数室ごとに温度設定〔ない
の小?

岡志社大学内の古い雉物では、冷暖肩を一括管理

していて、教室ごとの温度股定ができません。そのため

に火教室に合わせた温塵は小教室で非常に不快な溢

塵になります建物の古さが致命的な欠点俗なって.い

ますたたし、新しい建物でほ教窒ビとに担度般定を可

能にしていますこれらの教室では、定められた宙エネ

温度を自安に学生の手で温廐闘整を行ってください。

ク

省エネ活動報告第t章~反省と今後の改善~

Q、学費喜納めマい 3 のに糧業の温度設
定まで鬢理きれたくないのですが?

古エネ活動はあくまで、国の怯都遵守のためです

よっτ同志社大学の関係者全員力社会的な貴任のも

とに省エネを行う必要があります学生もその例外で

はありません。また、大学に通う人閥の9割は学生てす

学生の協力なしに大学の省エネ化は成り立ちません

ビ協力お血い致します

授業と省エネ活動
の両立

ク

棄年庶゛.省エネ潟庶於牢専粁弓

ごとについフノ弓更い生オか?

<冬>

アンケート結果からも分かる通リ、エアコンの設定温度を28度にすることに

よって、授業を受ける環境に支陣をぎたしてしまったと考えられます。この結果

を受けて、その他の大学や告エネ活動を行っている企業の取り組みも参考北し

て、本当にエアコンの設定温度が28度で適切なのか、再検討しτいきたいです。

そして、より快適な環境の中で授業を受けることができるよう、省エネ活動との

両立を考えたいです

使用電力の
さらなる削減

省エネ活動縦{'f 第円卓~成果桜告~

エアコンの省エネの成果として、主に都市ガスの使用量と電気の消費扱の削減が見てとれます

都市ガスの使用量[m勺 電気の消費量[kW川

グラフからも分かる通り、都市ガスの使用は富エネ活動によっτ大きく削

減することができましたが、電力の使用は微の削減にとどまってしまいま

したその反省から、来年度の省エネ活動では、同志社大学での電力消費の実

態に目を向け、電力の省エネ活動にも力をいれていきたいと考えていますそ

のためには、大学施設の一部で試験的にLED照明を入することや、夜問に職

員の見回りを徹底しτ、無駄な電気の点けっぱなしをなくす努力も必要になっ

てくるでしょう

来年度以降も日常の些細なところから屯っ亢いなし"という気持ちを持ち紗け、
学内外の幅広い省エネ活動を1丁つていキたいと思います

「D印の学生の協力に関して」と「大学の省エネ推進の現状」
本学では、20儒年度に全学的な省エネルギー政策の推進母体である「省エネ推進委会」が設置きれ、学内ぎ工

ネルギー対策の立案・実施及び実施後の効果について検証・評価を行っています。そして、本委員会のもとにD印が

設置されました。毯年、D〔Pの提案によリ渥度設定夏畢28度・冬季20壌)の実施を本委員会で決定し、アンケート胸

査も行っています 2008年度では、この温度設定のおかιナで年問100τものCO.排出を削減できたことが測定結果

によリ判明しており、地球温暖化防止に貢献するごとができました。学生主体によるこの取組の成果は学内でも高く

評価されτいます 同志社大学環境保全課長西山幸男

1,5伽.0卯

'

1,ユ伽.0卯

引抑.卯0

6ω、捌)0

2008年度 20四年度

前年度に比ぺ、都市ガスを237,127m1削減しましたこの都市ガ
スの削減量をC0ユに換算すると約54"ですこの排出量は、一世帯

が排出するC0ユ排出量の約1此年分に相当します
出典:温室効果ガスインヘントリ寸フィス)

3卯、^

0

省エネ活動縦告第万帝~アンケー絲古宋~

同志社大学の学生に取ったアンケートの一部を紹介します。

体感温度 : :
工工 こ

12.mo.0卯

10,卯0.0卯

8,1^,0叫

6,1^.卯0

4α抑,卯0

2008年度 20的年度

前年度に比ぺ、電力の消費量を36,634k舳削減しました。グラフ

ではわかりにくいほどこくわずかな員ですが、このQ力は、一世帯

が使用する電力の約10年分に相当Lます.
(出典:「原子力・エネルギー」図面焦2帥9 1.25)

2.Ⅸ抑.卯0

約4春の学生が暑い」、また「少し暑い」と回苔してぃました竪に
エアコンの設定追度をユ8度に設定すると、「暑しりと感し、授業に痘陪
をき丸してしまた学生もいるようです.

ロロ
'審●'曹博 om冒べ●玉邑、 ●鼎'.窒焦 改芦Lヱ塵 0向オヘキ圭此五
1 7'1、ιべ晃 1,"'ペ'せる_き

夏の省エネ活動では、約6割以上の学生が、冬の古エネ活動で

は約8割以上の学主が省エネ活動に肯定的な評価でした私たち
は多数の学生の宣持を大学に伝え、今年の活動で学んだ反省点を
活かした省エネ活勧を提案していきます

'

0

16.90 郭

省エネ活動認知度

[ヨ 星L

生L匙釜
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く夏

口

渦UI,本黒

17■6鵠

工

637796

<冬>

口
物『YI.、ナ・闇゛た,゛戸1,.圭^五

<冬>

^

型、冬を通しτ約8割の学生がモの取り組みを誌知していまし
たこれは、2年間継続した省エネ活動の成果でしょう今後も字
生認知段100%を目指し、古エネ活動を積極的に広輕してぃきま
す

193ユ叫

「適当である」と回答していた学生が6割ちかくもおり、多くの支持
を栂ました.夏と比較して、授業を受ける環境がよリ快適な環境へ改

善されたと考えられます。

つ

支持率

塞ゞ

1^山1、霜1.、

[ヨ豊L

●1、'、卦゛゛ー,、^如一7L,

高竹17罰キ

<夏>

白
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D印では、夏の長期休暇を利用し、20仭年8月25、26日に、琵琶湖りト1/ートセンターにて2009年度の夏合宿を次の
2つの能力を鍛えることを目的に実施しました。

1アカデミツクカ:調べる力、伝える力、論理力等の環境活動をしていく上での学術的土台形成に欠かせない能力。
プロジエウトマネージメントカ(以下P」カ):ある目的を遅成するために必要な過程を計画しそれを粧実に実行L
ていく力を指し、組織として活動するために不可欠な能力

活動3年目を迎えたDEPではありますが、これまでこれらの力を学ぷ場が公式にはありませんでした

Ca11111

1

ラ,イベート、は?

1与えられた命距に対して賛成反対の2つのチームに分か
れ、お互いがその命癒に対Lτなぜ賛成なのか?なぜ反対
なのか?を論理的に主張する。

2相手の主張に対し論理的に反論を加え、その結果、どちらが
より自らの主張を審判に伝えられたかを競う。

の2田

つヤ1゛く
、

{1 {、'セ!,

ム郵て

'・ 1{ 1 ミ

か

ゾ

新2回生が開儀新歓で加入したメン
パーへの歓迎はもちろん、上回生に向け
て成をアピール。

ノプ

DEPメ

試'、 1
十「ノ、 1,1

"",乍

兀;「ま才

煙轡委亀令

埋轡委令

各PJ摂抹メン,{ー

冬令宿麺樹チーム

窪拳管鏗毛暴会

「2帖0年に日本は脱石油化社会を目指すぺ
きか?」を命題としてディベートを行いました
ディベートでは、どのチームが賛成にまわるか、
反対にまわるか本番直前まで分かりません
従って、全てのチームが賛成からでも、反対か
らでも論じられるように多くのことを約1ケ月
で準備する必要がありました

(株)大阪ガスの泉北工場を見学.丁寧
な歓迎をはじめ、専門的な勉強会から
ガスを使った科学実験など、貴蚤な経験
を掘た

方6
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1 、,.俳゛る1
ι、1 1、

に'3 よをめるオ

j/、ナ fLて、,,,十い
1 欠0 す'の出中なク:

翌から秋にかけての大活動期を乗
り越えτ、十E、CC、冴すみチャンネ
ルの大報告会を行い、それぞれの苦
労や成染を破認Lあった。

ノ

、ー

、

亘合宿の琉伽
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あナ[フ
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約 1 ゛T 貞

★献煽査、賀料祚成t゛C

肩志.メンハ#ー

幸素生

年恒例となった卒業生たちによる
また追いコンも同時に開催

IiL

貿成のチームは、化石燃料の可採年
数が阻られていること、現代の牡会が抱
える気候変動の危険性などをボイント

に主弧を展閲。モれに対して反対のチー
ムは、化省燃料可採年数の限界に対し
τ疑問を呈することや現代の牡会での

雇用状況を維持するには牡会に急激な

変化を起こせないこと等をボイントとし
て脱石油化を否定しました。議論は白熱
し、密判を務めた調飾からはディベート
本番までの努力から導かれた質の高い

議論であると評価されました。

甲

^

合宿はNP0法人気候ネットワーク豊田陽介氏と同
志社大学千田二郎教授の2人を調師とした勉強会
からスタートしました。日本が置かれτいる現状につ
いて、エネルギーと政策忙焦点を当て、専門的な知識
を交え演をして頂きましたその結果、メンバーの

喜環境化対する知識もより広がるごととなりました

「樓師紹介」

千田二郎同志社大学理工学部教授
同志牡大学工学部卒業後、伺大学工学研究科へ進学し、
工学畑士号を取掲専門は町霜燃堺工学

豊田陽介氏
気惺ネットワーク主任研究員京都市環境保全活動推
進センターを経て現嵐共編著r市民地域が進める地
球温馴ヒ防止」ユ帥7学芸出版

^

1日目?ち日

竹;晒~雄寶令
15:00~ ,、

竹:30~タ食
Iq:30~立t命祚戦タイム

??:30~獻窪

魯イ

一▲

'

2009焦応の全体会は、「D]小では環堺凶地の萢弾会が不足Lている」という問題章城がメンバーの問で弛くあ?たため、住冊で共適する
テーマとしτ「勉弛会」を批げて開紅」ました D,ι1,メンバーの豊かな泡性を反映Lたかのように、共逆テーマを持ちながらも、ディベートや
ワーウシヨツフなどの座学がら、兄字会や実際の活動尋どの多様な形式で、瓔境問鞄への切リ白も包回全く異なっ1こ急を持った1年問となり
ました。

宏日目

〒:30~

q:00~

1?:1ち~

13:00~

15:00~

1?:00~

@◎鯛母庶会巻会の寄ぺマ1

テーマ・内容

^冒

?、日

・ぐート大

昼食
ふ L1か含 q

今倖令

'1 ト」1 ート出鞘

「〆ンJt一の慰想」

ディベートをやることで、伝えることの難しさを学んびま
した伺じデータや同じ手法で主張を組み立τたとして

も、伝え方の違いで人に訴える力は格段に変わりました。

環境のデータとっτも、ただ単純に数価を見ているだ
けでは理解出来ないことが多いことを実感しました.その
データが作られた背景まで汲み取って理解しなければ、
データに踊らされるということがあるのたと感じました.

合宿を充実させるためには準備期問が大事.その中で、
ディベートテーマに関する連絡や、チーム内での情報共有
にもつと気を遣うべきだつたと思います.

後の全体会

(新洩1インフルエンザに侍ない中止)

環章共生の
まち、ナぐ L1 ウー?ショッ'f

亜合定子特(ディペート練晋)

夏合富、

大廠がえ工堤見学令q貞

環墳括郵毛虫体験10貞

DEP大報告会11月

冬合宿J1?月

DEPの歴史凸,1 ーダ'一皇拳1門

?010奪倖全は令宅考久る?貞

幸業生量後の合体令3目

辯10,11月期はDEP全体の活動状況から、モれぞれ11,1明に聞催.

2009年度全体会もあと2回。2010年
度のDEPに求めるものは7みんなで全

体会を通して考えた。

τいます。佃々の

「環境を通Lた自
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目的

20的年度の冬合宿は、

1環境問題について多様な視点から見て、理解を深める
2人前で銛す力(プレゼンテーション能力)を身に付ける
3人に上手く説明する力を身に付ける.

という目的を設定し、メンバーを学部別に分けて LOHAS 公害
生物多擬性のいずれかのテーマ【こ閏するプレゼンテーション

を行いました

^^^

X t CaΠ1ヤ

■i

初に、プレゼンテーションのプロである
制Y、5オーダーの藤野さん、国酸プレゼン
テーション協会の脇谷さんに、プレゼン
テーション化開する演をして頂きました
瓢野さんには、プレゼンテーションにおい
て自分らしさを生かすことの皿要性を、脇
谷さんにはプレゼンテーションに向けての
'えをそれぞれ丁寧に教えて頂き、メン

パーも剣にお二人の晶に聞き入ってい
ました。

^

^

.、

^

^

1 、易、:1)

リ

上

ナξなく

i 、 j

(ゞ

ここでは実際に、各チームで事前に準価しτきた「LOHAs」t公
生物多様性」のいずれかのテーマのプレゼンテーションを発

表Lあいました。各チームで学部らしさを生かした独自のプレゼン
を行い、皆で様々な視点からの環境の見方を楽しみ、そしτ学びま
したまたプレゼンテーション後にはフィードバッウの時間を設
け、当日のプレゼンテーションへの反'やこれからの目化つい
て剣に考え、語リ合いました

,
、ー:
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七力゛環境知
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゛

☆モYε

冬合宿の3奈4气.

チーム分け

'

L'

約1け丹

10月令は令毛通しマの

「〆ン1「ーの感想」

実際に、環境活動の「汚くτ、臭くて、目立たない」部分に触れ
ることが出来ましたこみの分別や清掃このような活動を行
えるからこそ、D印本来の活動にも説得力を持たせることが出
来ると思つています

1

＼/

竹/?、当

10;00~

議演会
1?:30~

昼食δ打ち倉わせ
13;?0~

チームコ゜しぜンテーション
価;価~

フィード1tツワ
竹:00~

ecoco"11 ハーサ/レ

竹;卯~

泰療会

'

前準備
艘論機築
スヲイド'が'く LI

練晋eナC

日

゛

、

'

☆ADAM祭

0日時
10月31日(土) 11月1日(日)

0堤所
京田翅キャン,t>

0活鄭内客
・こ"奇令別のお手伝い

' 12.ーえ食器の茶争

0協力団は
,同志杜声国翅緊?ooq宝h委負会

ecocon炉18参照)でのプレゼンテーションの
リハーサルをできる阻り本番に似た設定で行い、
意見を出し合いました。また、1日の後には交
流会を行い、吉エネ推進委会の廣田餓教授と
ともに食事会を行いました。

「メン1゛ーの感想」

とても内客の濃い冬合宿で、得るものも反省点もたくさんあった1
日でした

プレゼンテーションの方法は大変参考になり、今後の生きτいく中
で必ずプラスになると思います
同じテーマでも、学部ことに扱い方が違っτいて面白かったです

ガADAM祭
&EVE

伺志社京田辺祭受称:AOAM祭では、同祭実

行委会「環境チームのお手伝いをしましたこ
こではりユース食器こみの分吊1が主な活動τ
した。D印メンバーは各地に回収ブースと呼ばれ
るこみの分別場所に行って、分別のアナウンスを
行いました。また、りユース食器の洗浄にも参加し
ました。汚れのたくさんついた食器がどんどん溜
まウていくのは精神的につらくなりますが、それで
も根気彊く食器を拭き続けました。

注IADAM祭で'才エコ0取リ飽みとして.侵い他τ写辱ではな(、筑浄埋
で焼うことで何贋でも使える「りユース食罫」が甚揮導入されτいる.

同志社EVEでは、こみの分別活動と割りばしの回収を
行いました同志社EVEはとにかく己みの多さが半端で
はなく、毎日毎日ゴミとの格闘でした.学生の分別意識
も高くはなく、少し油断すると燃えるこみにぺットボトル
や、回収しτいる割りぱしを入れられたりと悔しい思い
もしました中には6時問連疑で回収アナウンスを行っ
たつわものメンバーもいます。また、後には悪臭、残
飯の漂う流し台の滑をEVE実行委会の方と協力し
て行いました中には気分の悪くなるメンバーもいまし
たが、気合いで乗り切リました

EVモ実行委員竹内さん

20的年度の同志社EVモ実行委員会では初めて ゛

D印のみなきんと協力するⅢとなりました。初め
ての事で打ち合わせなど不十分な点があったに
もかかわらず、大きな問題なく終える事ができた

のは本当に良かったと思っτいます今回で得られたものは今後の
EVEにも活かしていくつもりです。DEPのみなきん、本当にこ協力あ
りがとうこざいました。

閣係考
EVE実行委員岡田さん

EVEではこみ分別・清掃シフトを手伝っていただき、流し清掃に関
して、迅速かつ丁寧に清掃が行えました.今後また協力する場合、

協力によってEVEをよりよいものにするために、、,^ι亀
ミーディング回数を増やし、こみ分ヨ小清掃に関し
てスムーズな迎携がとれるようにすることが課題
だと思います。

ADAM祭2009 環境チームリーダー高山さん

D印の方々には当日雨が降る寒い中、一生懸命動い
ていただいて大変助かりましたみ尋さんの協力もあ
り、当日も大きな問題なく、私亢ちの目指す日本ーエコ

」な祭り」を無事に成功きせることか出来ました

閣慌看のコ〆ント

金

08時
11貞伽~?8日(水~土)

0嶋所
の出川キャン1tえ

0晒郡内専
・ y御・令別のナe寺,ート
・剖"癒の回収
・琉し台の措栂

0協力団倖
・同志粒夫働令学EYを吹"号員会
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こピ'もアジエンダ

9月25日(金)

世界で起芝ていら斑境悶題にっいτふれ
た慢、「毎日の生活の中でムダはないか」、
「身近=自然戻境はビのように生活につき
カ¥尋ているか」存ビをこビキ遣に陶いかけ、こ

ビ宅逮の反旋を大切仁しながら授業を行
いました。

10月24日(土)
(練習:21日~23日)

全按生徒、保頗者が見守吾中、
20日にみんなでまビ品あげた「問

き社こピキアジェンダ」を、全遇捉
を盛り込んだ劇形式で発裏L享し

を。こビキ達が紐い期問の中一生
懸命緑署したかいがあり、尭裏侍
大成功。「同志社之ビ宅アジェン
ダ」は、5年生だけでなく、ぼかの掌
年にキ影宅を与えネした。

^

J

目的と概要

つている環境問踊の冊係をこ

ども連に実感してほしい。
の思いを柱に+EI*20仭年9月25

日から10月24日までの1ケ月問、

同志社小学校5年生59名を対級に環
境数青を行いました.導入授業文
献羽査現地羽狂をし、これらを
通Lて学び感じたことを、行

動計画である「冏志社:ぞもア

ジ=ンダにまとめました.
また、それを全校に発麦し、

その成果を伝えました.

■才近な環境と世界で起こ

禽大.
こ為八'

、、

現也調査

10月19白(月)
自然班境チーム侍、自然じふ"あうこてでモの大切さを、エネ
ルギーチ、ムは、手回し発電機を使「て電球に党を灯す之て

でエネルギーを作呑こビの大安さを、食チームは、プリンスホテ

ルで給食の残飯を見る之てで残飯の畠さをr実悪」して宅らい
ました。

戈献調登

メ6

9月29日(火)~10月16日(金)

導入授業でマピキ達の鞠味・闘叫を
もてに、自然環境・エネルギー・貧の3

つの〒ーマ仁分か貞τキらい、さら仁理

餌を津品●た品自分の典味の島寺事

柄にういτ、インターネ、ントや麺等で

調パ学智をし享した。また伺時に、ア

ジェンダの宴を出し含い始M享した。

先生力、らのメッセージ

ビにかく+εのみなさんの「伝えたい」ビいう熱意に照動Lました。之ビキの距離盛宅ち゛うピ

目的ビ動機
20的年5月16日(土)、同声社大学内にある里山を虹台に、rLet's ao t0 里山趙ぽうr ~1舌ら、夏侍モ之にある
~」を実施しました。京田辺市内の小掌生3・4年生ビモの親を対敏にし、ゲーム形式のワー?ショップを行いました。
DEPでは、2007年度に里山の整備活動を実施しており、モの里止の有効利用が企直の出発点です。自然を実規に
体験・学習するこビを通して、楽Lみながら最境に興味を持ウτキらうこビを目的ビしており、こビ宅遭侍、普段島まり触

k kゐマヒのない自然の中で、いきい宅ビ楽Lく学習してい享した。

よく、みなさんのバランス慮覚の侵さには驚きました。ビても素暗らしい取り組み、本当に

あり力Yビうござい享した。こ汽からもよろしくお願いします。

Let'S 30 t0 里山遊ほっ1
~ほら夏はそ'1一ある~

夙う

φ

塩

ビンゴゲーム

4×4のマス自に、キーワー
ドを記入してキらい、モれを

制限時問内に探すビいう
ゲームを、アイスプレイ?キ
兼ねτ行いました。キーワ
ードは、「ビげのある茎」、「ウ
グイスの声」春ビ、植物や
動物に間するもので、あら
かじ帥30個学生が用し
ておいたキのから選んでも
らいました。

偸L/

Hardy部 5年担任田中雅裕

査

当日スタッフの慮想
現代の之ビも達が、自然に対しビういう反立を示すのか気になうていネした。しかし、思い「ぎりはしゃぐtビも之ち

を見て、私が想像Lτいたほビ自然に射する抵抗がない毛ビが分かりました。モ虹ビ同時に、直に自然ビふhあうこビ

で環境にっいて考え、行動を起こすき「かけを与えゐ敬育をすゐこビの大切さも鴨じ享した0 (1回生三河千里)

図鑑づくり

キ直物名ビ特微をヒントに、
里山で植物を探し出してス
ケッチをし、世界にーつしか

ない「自分だけの図諾」を作
成すゐワークショップを行い
ました。里山内で集Mた植
物を貼うたり、詮を描いたり
して図鑑の裏無・背裏紙キ
作成してキらい、あらゆゐ黙
覚で自然を体験してキらい
ました。

"A 〆

゛叛
1声'

「リーダーとしての1年を振り返って」

+Eとしては2年目となる2009年度。今年度は2つのオリジナル企画を無事成功さ
せることができました.ゼロからの活動のため大変なことも多くありましたが、それ
と同時にすごく充実した時問を、先生方やこどもたち、ぞして大切なメンバーととも
に過ごすことができました.こども連の真剣に取り組む姿には、哉々学生も教えられ
るところがあり、私たちの行動を見直す「きっかけ」にもなったと思います.

+Eは、まだ始まって2年が経ったばかりです.これからも、さらに質の高い境
教育の創造と実践を自指し、よりたくさんの人に環境に働きかける「きっかけ」を捉
供していくために、活動を続けていきます。

(3回生宮城修斗)
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属百石嘉知
討論するにあたり、責源・エネルギー分科会、環境數分科会、国際買献分科会の3つの分科会と、全体会を設しました

そして、第1部ではWeb会鰻と前日に行った頗を合わせての終討論の成果を発表しました第2部では、国連環計画
融イニシアチブ特別顕問の末吉竹二郎さんに旧本の生き方 2020年若者がつくる日本の将網というタイトルで基畑講演を
しτいただきました。第3部では末言さんをコーディネーター化迎え、3名の学生を含む8名でパネルディスカッションを行い
ました。

第1部学生討論会の成果発表

資源・エネルギー分科会
「限リある資源を有効利用する持続可能な牡会の実現のため、低炭素社会を目指し環にやさしい再生可能エネルギーを

積極的に利用すること」そしτ、「ガスや電気などのエネルギーを多分に消費せず、無駄を'くこと。」この2つの政策によって
大量生産、大消費、大棄の社会を今変えていくことを決しました.

環境教育分科会
噛然との共存の意識環境配慮の意識が高く、当然のように行動に移せる人」をてることを「エココロの花をてる」とし

ました。そのために、幼児・小学生中学生・高校生・大学生の5つの段階において、どうアプローチしてぃくかを者えまたま
た、実現のためには地域学校・家庭企業の協力が必要であることを訴えました

国際貢献分科会
日本の力で貧困問劃を解決へ向かわせることを、私たちが考える国際献としました。それは貧困が原因で環境問題に取り

組めない人々がいるからです、キーワードは「自給自足」白本国内の大 棄の軽減自給自足の促進とともに、世界の
発展途上国が自給自足できるだけの生活基盤を作り上【ナていくことで、その先にある私たちの2030年のピジョン「世界全体で
環境問題に取リ組む地球」に近づけると考えました。

部末吉竹二郎氏基調講演

温馴乙問題は現代の短絡的、排他的な考え方が問題の根底にあると説き、将来の私たちは期的で包含的な考えを持たな
ければならないと教えてくださいました。そして、染る2020年の主役は今の若者たちであり、だからこそ若者が人問ιLとって大
切な思いやノの心を持ち温瑠ヒ問題の解決化向けて行動していかなければならないと教わりました。

1 バネリスト
南川秀樹 風境省大臣官
浅岡美愈 NP0注k、気候ネットワーウ代表
ハホ早希 毎日放送アナウンサー
千田二郎 同志社大学理工学部教授

・瑠堺財団松直烹市 コカ・コーラ
原山士早稲田大学倉盾理工学部1年

1 石川まりを慶座軽塾大学理工学部4年
田畑剛志問志社大学法学郁2年

第3部パネルディスカッション

学生に鳩山イニシアチブや世界の貧困間題やメディアの在リ方
について意見を求められました。また、コカコーラの環境活動や
NG0の歴史を教わりました各ジャンルの前般で活躍されτい
る方々から私たちの発表に対して建設的な批判をしていただき、
学生のこれからの活躍が期待されτいることを感じました

9シ環境シンポジウム9/環境シンポジウム

e

Ob

した。ま
ウム

<生催>伺志牡大掌伺志牡エコプロジェウト<共植>射団法人コカ・コーラ教育・撮境財団<後墨>京都府、京尋市、遭壇'、^斬閏大駈*社

2009年11月ユ2日に同志牡大学今出1キャンパスにτ曝境シンポジウム」を開催しました。京都大学・義塾大学・同志
社大学・早稲田大学においτ環動を行っている学生21名が理想の未来を語り合い、そのため1こ自分達に何ができるかを
話し合い、その成果を牡会に広く発信しました。地球温馴七問題を含め、環問組がますます深刻化していく中で、私たち学生
がこれから果たさなければならな、役目は大きくなってきます。本シンポジウムでは、そのための悟や熱い思いを伝えるこ
とができました。

5月

らい参
L本シ'、、

ため

~理想とする2030年の実現に向けて~

ン1

に

をし

的

'多多
L:

匪而季至^
疑塾大学山田遼

私は環境活動をしていますが、主に体を動かすのが中心で一回立ち止まっτ深く考えを及ばすという機会が少なかったで
すしかしこの討論会を通じて環問題とは何か、そして、そこから派生する問距を再ぴ考えし新たな発見するができま
した

早稲田大学ホ戸優
「学生らしき」にこだわって議論する機会がありましたが、改めて学生としての自分たちの立や能力を見つめす、いい

きっかけになりました1素敵な仲問とも出会え、今後の成の糧化なりそうです!

京都大学石川求
環問題は人任せにして解決する問踊ではありません。私たちひとりひとりが危機感を持って、行動していくことが大切だ

と感じました。未来を待つのではなく、明るい未来は自分たちの手でつくるものだ、この気持ちを忘れず化生きていきます

同志牡大学井口
「未来を思い描くようになった」これが討論会で1 たも大きなことです「子供や孫の世代に何を残せるのか7何を伝えれ

るのかU来るべき朱来は向けて、「私たちには何ができるのか?何をすへきなのか7」それを裟く考えるきっかけになりました
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世界学生環境サミット inヴィクリア

D即が20閥年度生依し聞催された世界学生サミットin京都」

から 1年が耀ち、2009年の6月24日ー28日に珂2回目のサミット「世

界学生璋境サミット m ヴィクトリア」がカナダのヴィウトリア大学

で開催されました。18 力国から 25 大学、50 人の大学生が集まり、

DEPからも3名の学生が参加しました.世界名地の大学生が環境問朗

のうち、今回は Ener9y、 unNe15ity5U5talnab怖W、GlobalRe5Pon5e の

3ウのプーマについて分科会に分かれて謬論を行い、 outcom郎

Reponとして要岳集が完成しました.

亀

外部イベント

学生環境エネルギーフォーラム

5月末に東京大学で関催きれた、学生環境エネルギー

フォーラムに参加しました.この企画は、2050年に温

室効乗ガスの排出量を 1990年度比で50%減にすべく、

持続可能なエネルギー社会「SUS'「.EN肌GY社会」の摘

想を数ケ月問に渡リ話し合い、鼻表するものでした.

巣京大学をはじめ、大学でエネルギー学を専攻してい

る学生たちが集結し、バッケキャスティング係1の考

え方で理想社会の実現に向けτ議論を行ってしきまし

た.専門性「、富んでいる他大学の学生と話すことで勉

弛になり非常に刺激的な時問を過巴せましたモの

一方で、 DEP としτ今幾も活動を続けτいく上τ、エ

ネルギーを含めた環境知識のさらなる向上が必須だと

感じました。

ORLDSIUDENI
r゜nhlomalsurnmil

0
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、
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ecocon 2009

環境活動に取り組む学生たちが集う年末恆例のイベント「全円大字生環境活

動コンテストモCocon 2009」が、 12月ユ6日~ユフ日に東京都品川区の立正

大学大嫡キャンパスで行われました.北海道から津縄まで、全国から熱まった

58 の団体が白々の活動をアピールしました。残念ながらDEPは予選2位で

本遭には出場τキませんτした.しかし、様々な環境活動を知り、多くの環境

量誠の高い学生との流Lたことは今後の活動の籾になると感しました.

来バックキャスディンヴ

将来を予測する腹に、目撞となる牡会の姿を想定し

その姿力ら現在を撮り返って今何をすれぱいいかを青

えるや」方。

(コトバンウより引用)

すみチヤンネ1

20oq年度あずみ命
あすみチやンネルでは、ユ^年度は,身近な軍境間題にかかわる番粗を制作し、KCN京都で放送する

という目様を立τ、f食と環堺,rキ,のを大切にすること「省エネ推進CM」の3つの岳組を制作しました

6

COP15

2m9年12月7 白から 19日にかけτ、

デンマークのコペンハーゲンで開催された

「気候変動粋組条約縄約国会語ICOP15】」に、

D印から2名の学生が参加しました。各国

の批准や誼行を促すため、京都議定哲より

明確な枠組みを作るというプロセスを間近

で見る貴皿な機会でした.軍境問題に取リ

組む学生として、自分たちの行(末を決定

する田腹会傑に参加することは非常に皿聾

であり、廼境省、外務省、 UNFCCC【気候

愛動枠組条約)に自分たちの想いを伝える

ことに成功しました.

番組内容】

学生食堂の食べ残しに焦点を当て食と環境との間

係を追究しました.

番組詳細】

「食と環境」番組では、同志牡大学紫食堂へ取材
に行きました。利用者の少しの

食べ残しは大変な量となり、
^'軍■N却の一部は水に溶けて流れてし

まっていることがわかりまし

た。水に溶けたものは木津川上 ,
流浄化センターにτ適切に浄化

されます、その処理の際1こ汚泥が発生Lてしまうと

いう問胆があるとわかりました。

この番組を通して、水に流しτしまえば良いと

てしまうのではなく、残さずきれいに食べるこの大

切ざを再確認してもらいたいと思います

食ヒ環境

勧縢

.ψ゜

株式舞tK(N京都

京郁府剌企業柱術センター

有限会社べルウ1 ドケリエイ'}

'

.'

【岳組紹介】

環境にやい行為とは何かということを追究Lました。

ι番組詳

私たエコグッズとして広く使われているエコバッグに焦

点を学生にインタピユーした結果、エコバyヴに対して疑

つ学生も多くいることが分かりま

こ.モこで、現填にやさしいヱコヴッ

の在リ方とは何なのか、新たなエコグッ

ズとしτ注目されτいる風呂敷専門店の

麟し(掛札)に取材に行きました風呂敷

の歴史をたどコていくうちに、エコの本

に触れτいきました

の岳組を通して、もう一廣自分の身の回りにある物の使い

方ιいて考えてほしいと思います

、ノ
.

省エネ推L

の変疋など、家气の使い方次第で簡単に省エネ活動がでる
というものを制作しましナ・ベスト電器精皐台店の協力のも

、

倉

のを大卸にするマヒ

"織務省ユキタス特区環境立国"ι註」で流すための

CM としτ、 0印の省エネ活動を例に、エアコンの設'

と、3パタノにわけτ'エネを捉案するものとなりまし

キ学ス督区腰堤立注畔易嬬

モ.タリノグ,るとい弓貸妊翼畦で,

t、力企
君たち映像コノテン

し工夫しなら相気よ

会人になったとし、

に通じる発想力て役に立

株工社 CN

は,デ亨」蹴這竃叩τ軍虹で使わ札ている電気澗脅■を

制作という門的なテーマに対

んだこと、大学を卒業し牡

ジエクでの番組企画が全τ

くれることを鳳います

企画部長村瀬一秀 1

音

AOAM摂ではあすみミユージアム」と称しτ、2卯9年度に切めτ制作した「食

と環境」のショートムーピーを敬送するとともに、番粗テーマに間連したブース

を股けてクイズラリーを行いました.このブースには、 2白問で合計516 人の来

堀者に環境についτ学んでもらいました.

また、KCN京都、P.na50niCの協力のもと、'総務省ユピキタス特区唄境立■」'

で行われるテレビでの家庭内電力消費の r兄えるイヒ●を体験しτもらい、大変好

評でした.

'

AOAM祭

ノ
」
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一
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、
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だ
ね
、
註
ら
す

取
り
岨
み
0
τ
.

濱
田
一
そ
れ
も
血
琴
よ
。

浅
井
一
で
も
、
今
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
は
m

奏
よ
ね
.

濱
田
一
原
勇
に
し
τ
も
ウ
ラ
ン
を
消
貴
す
る
し
、
エ

ネ
ル
ギ
「
滑
費
を
誠
ら
さ
な
い
前
提
で
や
0

て
い
る
こ
と
自
体
問
冊
じ
,
な
い
か
な
?

《
竪
あ
っ
た
蓋
で
は
こ
ん
な
話
も
・
:
一

粟
辱
一
L
の
問
ウ
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
で
暖
段
υ

座
に
な
っ
て
い
て
「
あ
れ
?
」
つ
て
思
い
ま
し
た
.

暑
か
つ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
店
の
人
に
言

え
な
か
っ
た
ん
で
す
。
モ
も
そ
も
、
言
う
人
が
モ

ん
な
に
い
な
い
は
ず
搭
し
、
言
え
な
い
状
況
っ

τ
ど
ぅ
な
ん
で
し
ょ
う
?

浅
井
一
モ
も
モ
も
、
そ
れ
っ
て
温
度
設
定
が
高
す
ぎ
る

こ
と
、
分
か
っ
τ
い
る
の
か
な
?
ど
ん
な
気
持

ち
で
力
度
に
し
て
る
ん
だ
ろ
う
?

符
"
私
も
D
E
P
に
入
る
ま
で
は
古
エ
ネ
誘
で
の

温
度
設
定
と
か
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
知
ら
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
.

濱
田

し
か
し
、
υ
度
は
暑
い
ー

浅
井

俺
は
友
達
の
家
と
か
で
も
言
い
に
く
い
な
。
一

れ
し
い
し

粟
原
一
、
つ
ん
う
ん
、
言
え
な
い
で
す
よ
ね
、
良
い
印
急

も
っ
て
も
ら
え
な
い
し
〔
筈

、
.
.

0

話
は
盛
リ
上
が
り
、
環
境
教
育
に
闘
し
て
話
題
に

な
り
ま
し
6

濱
田
一
教
召
す
る
人
は
す
こ
く
考
え
て
い
て
人
の
倍

以
上
環
境
意
黒
必
聾
だ
よ
ね

弾
一
俺
ら
の
世
代
が
意
識
を
変
え
る
よ
り
も
、
教
育

側
、
上
の
人
の
意
誠
が
皿
要
に
な
る
の
か
な

し
ゃ
あ
、
俸
た
ち
に
侭
出
来
る
の
か
を
奪
え

た
ら
難
し
い
よ
だ
大
人
の
を
変
え
る
の

つ
τ
・
:
で
も
、
+
E
の
環
境
教
育
は
、
そ
コ
い

う
髞
で
は
良
い
司

粟
原
一
環
境
教
育
っ
τ
名
前
で
は
な
く
τ
、
学
校
と
い

う
堤
所
を
馳
れ
て
の
章
貸
を
馳
れ
て
も

自
分
た
ち
の
日
常
か
ら
み
ん
な
が
学
べ
た
ら

良
い
ん
で
す
け
ど
ね
.

浅
井
一
と
い
う
こ
と
は
、
日
常
か
■
コ
τ
こ
と
か
な
7

で
も
、
知
ら
な
い
人
に
や
つ
τ
も
ら
う
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
一
2

符
一
私
は
、
自
分
た
ち
も
い
つ
か
凱
と
し
て
舌
も

を
持
つ
だ
ろ
う
し
、
自
分
た
ち
の
子
供
に
伝
え

る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
な
.

濱
田
一
今
の
世
問
じ
や
、
糧
境
に
反
発
を
持
つ
人
は
多

い
と
思
う
.

粟
原
一
今
の
人
が
親
に
な
つ
た
と
き
に
は
、
環
象
督

通
に
な
っ
て
い
る
の
な
ら
い
い
ん
じ
や
な
い
の

か
な
.
そ
う
な
っ
て
い
τ
ほ
し
い
.
だ
が
ら

誓
0
な
が
り
、
近
く
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
も
皿
要
で
す
よ
ね
.

亀

D
E
P
に
つ
い
て
 
1
D
E
P
の
楽
L
キ
ー

乳
と
近
く
を
見
τ
い
な
い
よ
ね
.

此
か
ら
、
学
生
伺
士
で
呼
び
掛
け
あ
0
て
い
る

D
E
P
の
臼
エ
ネ
活
動
も
皿
要
が
と
畢
う
.

ま
ず
は
友
達
か
ら
伝
え
て
い
く
そ
れ
が
重

翌
1
そ
れ
こ
そ
貫
ち
の
出
来
る
こ
と
.

は
凪
リ
の
人
の
理
境
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て

る
で
.
友
達
が
何
か
理
境
に
触
れ
る
と
き
に

俺
を
思
い
浮
か
べ
て
く
れ
る
.

2
U
P
と
か
ち
ょ
コ
と
し
た
こ
と
を
教
え
る
と

か
.
失
敗
し
た
と
き
に
「
も
っ
た
い
な
い
な
」
つ
τ

じ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
章
識
が
変
わ
る
し
、

初
は
そ
ん
な
こ
と
で
も
十
分
だ
と
串
っ
.

ゼ
ミ
の
轟
と
か
.

分
か
る
分
か
る
。
す
こ
い
量
や
も
ん
な
あ

微
々
た
る
も
の
や
け
ど
、
そ
こ
が
大
叉
の
か

D
E
P
つ
ー
ん
な
と
こ
ろ
?

浅
井
ソ
フ
ァ
ー
が
高
る
璽
Υ
・
冗
談
抜
き
で

地
の
良
さ
が
抜
群
.
環
笈
整
っ
て
い
る
俺

が
D
E
P
に
居
つ
い
τ
い
る
の
は
そ
れ
!
や

τ
い
る
こ
と
も
重
要
や
け
ど
モ
れ
ー

財
布
を
出
し
つ
ば
な
し
で
も
大
丈
夫
!

モ
れ
は
ア
カ
ン
や
ろ
ー

譯
一
D
E
P
ル
ー
ム
の
使
い
や
す
さ
は
半
端
な
い

馬
鹿
話
も
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
話
も
出
来
る
し
、

仕
事
も
で
き
る
し
.
居
心
地
が
良
い
よ
ね
.
D

E
P
ル
ー
ム
に
?
こ
と
が
楽
し
み
0

モ
れ
か
ら
、
個
性
が
強
い
ー

符
一
D
E
P
は
基
本
的
に
程
電
ね
.

田
畑
"
あ
と
は
、
メ
ン
パ
ー
同
士
が
お
互
い
を
見
τ
い

る
.
知
ら
ん
う
ち
に
岬
価
し
合
っ
て
い
る
よ
な

(
筈
.
真
面
自
に
ー

浅
井
一
俺
は
メ
ン
バ
ー
の
能
力
を
数
価
評
価
し
た
ー

真
面
目
に
す
こ
い
人
ば
か
り
で
、
で
も
ち
ゃ
け

れ
る
の
が
魅
力
や
ね

濱
田
一
大
学
機
閏
で
あ
り
、
す
こ
く
真
面
自
な
の
に
、

メ
ン
バ
ー
は
、
ち
ゃ
け
τ
る
ー

璽
一
そ
の
砦
り
寳
任
は
皿
い
け
ど
ね
.

田
畑
一
で
、
や
れ
る
こ
と
が
デ
カ
い
ー

浅
井
"
そ
う
そ
う
。
大
学
生
活
甸
か
や
ろ
う
っ
て
思
っ

τ
い
る
人
に
と
っ
て
は
い
い
よ
ね
!
本
気
で
何

か
を
や
り
た
い
な
ら
「
O
E
P
」
だ
よ
ね
ー

橋
本
"
2
回
生
か
ら
入
つ
た
竹
村
さ
ん
、
田
畑
く
ん
も

モ
う
や
け
ど
、
2
回
生
入
リ
も
多
い
よ
ね

竹
封
一
私
な
ん
τ
環
境
の
章
識
も
な
か
っ
た
し
、
伺
か

し
た
い
つ
て
思
つ
た
だ
け
職
境
に
関
し
τ
は

ま
だ
駆
け
出
し
で
す
【
筈

果
原
 
D
E
P
は
環
境
意
繊
も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
よ
ね
.

知
貸
も
い
ろ
ん
な
方
面
で
あ
る
し
モ
れ
が
一

つ
に
ま
と
ま
っ
τ
い
る
か
ら
面
白
い

一

こ
れ
か
ら
の
D
E
P
、
ど
う
し
た
い
?

譯田
焔

浅
井

柵
本
一
結
局
省
エ
ネ
活
動
を
や
っ
τ
い
た
り
亨
る
俺

た
ち
の
活
動
の
根
本
は
四
リ
の
人
に
対
し
て

つ
τ
も
ら
う
、
意
識
し
τ
も
ら
う
こ
と
が

境
に
つ
い
て
取
り
粗
む
生
が
い
る
っ

て
知
0
て
も
ら
う
雌
け
で
も
良
い
。
周
リ
の
人

に
何
か
を
愚
じ
τ
も
ら
う
こ
と
が
垣
要
や
ね

そ
れ
だ
け
で
も
十
1
が
あ
る
「
自
分
た
ち

の
で
き
る
こ
と
」
な
ん
や
と
界
っ
よ

符
"
田
の
出
し
τ
い
る
斑
境
の
資
料
と
か
し
や
、
絶

対
に
な
ん
て
無
理
。
む
し
ろ
ひ
く
私
な

ん
て
分
か
ら
な
い
漢
字
だ
ら
け
τ
読
む
気
が

失
せ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
一
筈

望
一
い
や
い
や
そ
れ
は
お
前
に
ひ
(
わ
ー

一
同
"
蓬

D
E
P
の
裁
っ
子
一

聳
一
堤
器
体
の
く
せ
に
メ
デ
ィ
丁
や
英
語
と
か

い
ろ
ん
な
ツ
ー
ル
が
あ
る
.
橋
本
さ
ん
は
設
立

時
か
ら
い
ま
オ
け
ど
、
昔
か
ら
こ
う
な
ん
で
す

栗
原
+
E
の
り
ー
ダ
ー
を
し
τ
い
ミ
さ
ん
と
か

ば
り
ば
り
ス
ポ
ー
ツ
し
な
が
ら
雪
し
て
い
て

素
敵
☆

田
押
他
の
サ
ー
ク
ル
と
は
整
原
違
う
か
ら
.
こ
の

団
体
は
、
D
E
P
に
ど
0
ぷ
り
で
,
隻

全
旦
お
ぉ
1
〔
毎

濱
田
一
俺
は
ゼ
ミ
と
か
全
然
峯
に
こ
な
せ
る
一
筈
そ
の

と
キ
」
、
絶
τ
い
る
も
の
が
多
い
ん
だ
ろ
う
な
つ

て
感
じ
る
な
。

符
"
自
信
?
か
ら
ね
。
D
E
P
で
は
教
え
て
も
ら

え
る
し
、
や
ら
十
L
れ
る
か
ら
ね
.

憂
原
一
忙
し
い
く
ら
い
に
や
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね

で
も
大
嵳
な
ら
芒
い
(
ら
い
が
ち
ょ
う
ど

い
い
ん
で
ず
よ
ね
、
き
っ
と
モ
れ
に
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
あ
る
こ
と
だ
か
ら
弛
く
な
る

譯
一
友
迫
で
「
俺
な
ん
も
L
τ
な
い
し
ウ
て
い
う
奴

が
い
る
け
ど
、
D
E
P
を
や
れ
ば
い
い
ウ
τ
思

う
.
競
い
▲
口
、
つ
相
手
や
こ
う
な
り
た
い
つ
て
思

え
る
先
輩
や
問
輩
、
後
輩
が
た
く
一
ん
い
る
よ

ね
.

済
甲
も
と
も
と
「
何
か
や
り
た
い
っ
τ
思
ウ
て
入

て
き
て
い
る
か
ら
、
お
互
い
モ
う
い
う
良
い
閏

保
が
築
け
る
ん
や
ろ
う
ね
 
D
E
P
し
や
暇
も

な
く
、
だ
い
た
い
M
L
な
ん
て
恐
ろ
し
い
く
ら

い
流
れ
る
.
や
る
こ
と
も
い
っ
ば
い
で
も
、
満

蛋
が
あ
る
か
ら
ね

ヲ
ラ
イ
ペ
ー
ト
で
も
仲
良
し
な
の
?
一

橋
本
一
昔
か
ら
モ
う
じ
や
な
い
っ
て
の
は
あ
る
か
な
.

少
し
ず
つ
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
き
た
と
思
う
.

で
、
昨
年
か
ら
す
こ
く
変
わ
っ
た
ん
だ
よ
。

浅
井
こ
れ
か
ら
D
E
P
に
入
る
人
の
色
に
染
ま
っ
τ

も
い
い
団
体
で
す
よ
ね
.
嵳
団
体
は
コ
ア
の

人
が
抜
け
る
と
ダ
メ
に
な
る
け
ど
、
D
E
P
は

何
年
た
つ
て

し
て
い
る
.
入
る
人
に
よ

つ
τ
島
変
わ
る
し
、
男
も
ヲ
ね
。

漉
甲
色
ん
な
人
が
い
る
ぷ
ん
判
激
が
多
い
か
な
.

符
一
何
よ
り
も
サ
ー
ウ
ル
と
か
や
り
な
が
ら
入
っ
て

い
る
人
が
多
い
ん
だ
よ
ね
.
τ
か
、
ほ
と
ん
ど

1

そ
う
。

《
O
E
P
つ
τ
ど
ん
な
団
体
7
何
や
コ
て
る
の
?
一

粟
原
一
友
達
化
「
何
や
っ
て
い
る
の
7
」
ウ
て
聞
か
れ
た

と
キ
L
、
D
E
P
は
サ
ー
ク
ル
じ
や
な
い
つ
て
説

明
し
に
く
い
と
思
い
ま
せ
ん
?
サ
ー
ウ
ル
と
は

違
う
し
.
私
は
菊
困
る
ん
で
サ
よ
ね
S
.

田
畑
"
体
1
が
近
い
の
か
な
7

廐
井
公
認
団
体
よ
り
も
公
認
や
し
。
何
か
を
し
た
V

と
き
に
雪
に
全
て
が
整
つ
て
い
る
.

清
田
一
省
エ
ネ
鼻
を
も
ウ
と
ア
ピ
ー
ル
!

竹
村
一
省
エ
ネ
で
蟻
壮
訣
を
き
れ
な
い
く
ら
い
、
知
ら

れ
た
団
体
に
な
る

栗
原
.
大
学
の
パ
ン
ワ
レ
ト
に
競
リ
た
い
!
し
つ
か

り
と
眠
リ
た
い
ー

由
畑
一
凱
的
に
も
L
コ
か
り
と
知
名
度
の
あ
る
活
動

を
し
た
い
な
.

馨
一
ク
ー
ル
て
オ
シ
や
レ
!
環
磐
動
し
て
じ
る
人

の
イ
メ
ー
ジ
ウ
τ
D
E
P
に
来
た
ら
変
わ
る
と

思
う
し
、
蛋
境
の
ク
ー
ル
な
面
を
入
れ
た
い
ー

オ
、
ソ
ヤ
レ
!
D
E
P
は
前
々
代
痕
の
翌
の
赤

オ
レ
ン
ジ
だ
つ
た
!
あ
と
、
今
出
川
の
活
動
を

大
き
く
し
た
い
!
活
動
環
境
も
整
い
つ
つ
あ
る

し
、
他
の
大
岩
も
近
い
し
.

矯
本
」
も
っ
と
積
極
的
に
1
新
入
生
は
も
ち
ろ
ん
、
何

か
な
い
か
な
S
コ
τ
く
す
ぷ
っ
て
い
る
2
回
生

に
も
入
っ
τ
ほ
し
い
よ
ね
。

譯
一
〒
L
れ
読
ん
で
じ
る
人
と
か
ね
ー

葬
"
泊
ま
り
に
果
τ
つ
て
言
わ
れ
る
く
ら
い
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
仲
良
く
な
れ
る
っ
τ
い
い
こ
と
や
ん

な
.
あ
と
は
、
大
学
が
バ
ッ
ク
ブ
ッ
プ
し
て
く
れ

て
い
る
か
ら
大
き
い
こ
と
で
き
る
よ
な
.
理

境
賃
か
ら
琵
が
あ
0
た
り
だ
と
か
、
昔
通
に
で

て
く
る
し
.
俺
屯
庭
い
た
!
国
か
ら
期
待
+
し
れ

τ
い
る
っ
て
感
じ
や
け
ど
、
そ
れ
だ
け
成
果
を

出
L
た
っ
て
こ
と
や
ろ
う
ね
.

済
田
一
本
当
に
昔
過
で
は
出
来
な
い
こ
と
を
大
学
が

バ
ツ
ウ
ア
ツ
プ
し
て
く
れ
る
.

で
も
、
そ
れ
も
貫
L
0
 
ネ
重
い
!

更
原

や
る
象
あ
れ
ば
で
き
る
け
ど
ね
ー

う
ん
、
何
よ
リ
峯
し
い
団
体
だ
か
ら
ね
。

田
畑

量
な
ら
失
敗
L
τ
な
ん
ほ
、
や
れ
る
こ
と
や

つ
て
み
る
の
矣
零
な
ー

橿
本
一
+
E
も
大
学
の
信
用
が
あ
る
か
ら
、
が
っ
ウ
リ

問
志
牡
1
で
蚕
出
来
た
大
学
の
名
前

を
出
せ
る
こ
と
は
ず
こ
い
こ
と
だ
よ
ね

と
括
曹
い
い
バ
ラ
ン
ス
ー
だ
か
ら
D
E
P
1

渠
一
ぺ
テ
ラ
ン
は
日
が
暮
れ
る
也
帰
る
と
委
に

な
る
.

濱
田
一
分
か
り
ま
す
ー

浅
井
一
で
も
、
遅
く
孝
る
似
因
っ
τ
、
左
達
と
し
゛
べ
っ

た
り
ぐ
だ
ぐ
だ
し
た
り
し
τ
る
か
ら
や
ん
な
一

筈
プ
一
ウ
ィ
ペ
ー
ト
で
も
歓
ん
だ
り
す
る
し
な
.

モ
れ
も
秦
し
い
,

田
畑
一
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
飲
み
に
い
つ
τ
も
楽
し
か
つ

た
な
あ
.
話
も
内
容
は

壷
な
ん
だ
け

ど
.
浅
井
話
題
に
畢
欠
か
な
い
1
 
先
輩
後

輩
畠
触
れ
合
い
が
楽
し
い
団
体
1

浅
井
そ
の
く
せ
G
C
の
討
論
会
で
は
早
稲
田
と
染

京
の
大
岩
も
密
に
つ
な
が
れ
る
,

田
畑
一
こ
の
前
「
今
度
1
ね
ん
!
」
つ
て
言
っ
た

ら
早
稲
田
の
子
は
「
泊
ま
リ
一
L
療
い
,
」
コ
て
言

わ
れ
た
わ

酋

愛されゐ一般人侍まだ

、.、,

'ー、、^

向上肥の結晶たば↑

ー.

亀・
朝から生圃E回

2@閼

ラガーマンあさい

ンクイーン

たけむら

クールキユーティー

くり1才ら

譯^熊

メカニカルリーダー侍し宅ビ



/

゛
竹村美佳里
同女(2)

現代社会学部

集

刺激 1

伊藤友里加
商学部(2)

栗原和音
理工学部 U)

好きな自分1く
なれる場所

モチベーション

UP↑↑な場所一

鈴木一登
工学窃究科(M2)

藤井春奈
商学部6)

三河千里
法学部ω

ほっとするチャレンジ
つたかい場所出会い

村田諒平吉本篤規
理工学部住経済学部ω

熱くなれる
とこ乃

小オ木楓子
社会学部(4)

罰

to01

高山俊一

理工学部②

宮城修斗
政策学部B)

毎日、刺激が
得られる場所

演田陽平
経済学部(2)

ジャンプ台

おビげた
サーカス

高野恵理子
文学部B)

松田雄高
法学部(4)

と

最高の笑顔の
レシ巳,,

大塚遼
政策学ω

学リと成長と日々勉設 1
憩いの場1

飯島圭太郎東千呑
経済学部⑦同女②

現代社会学部
根っこ

自分の新たな一面乞
見せて(れ毛「鏡

^

つく
矢《(乙

乙沌・゜DEP
家族

加藤英里子
文学部(2)

下山凌平
経済学部ω

久保菜穂
文学部(の

苦悩と快楽の
狭問

学びと経験の
"'ク'ソー巳ース

なんでも

艦定団

小ノ1 慎子
同女(2)
学芸学部

森ノ1
文学部(4)

すてきな人た巧の
いるとこ乃

今井絢

法学部B)

「継続1才力なり」

の休現場所

篭橋直<
文学部(の

長澤やよい
経済学部ω

学校

〆野景一朗
経済学吾似2)

大学生活乞
大外一気で
決めるもの

命

リ亢ぬもの

たのしい

とこ乃~

経験

宮本真衣
法学部B)

井口景介
理工学部(4)

出会いと成長と
た享1く

ブ美トーな空問

浅井保匡
経済学部(2)

知識と
癒Lの
宝庫

小野可織
経済学部住)

環境についτ

自分の生活乞
振リかえり
考え毛場所

後藤彩子
商学部(2)

大切な仲問と共1く
成長する場所

田畑剛志
法学部⑦

岬

橋本明英
工学訊究科(MD

い乃んなもの乞
満たしてくれる

大切な場所

井上幸
法学部(4)

部屋 自分と環境周題乞
繋いでくれる

架げ橋

、ノ
Point1 サークルではない大学組織たから出来る大規模な活動

Pomt2 多学部多学科、多様なメンバー構成

Polnt3 自分のスキルUPにも役立つ

環境問題1一間'Uのあゐ方、またOEPI一ついτ宅うビ詳Lく知リたい方は、下記
の連絡先ネでご連絡下さい。

MA I L dep.asumi@gmail.com
H p http:/eco prodoshishaaC即

新メンバー募集
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ギ
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そ
の
後
は
、
社
会
起
業
家
と
L
τ
眠
リ
を
デ
ザ
イ
ン

五
杜
を
創
リ
、
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
眠
リ
を
通

す
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ナ

D
E
P
を
行
う
目
的
に
繋
が
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や
な
い
か
つ
て
思
え
た
ん
で
す
よ

将
来
、
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会
社
の
一
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上
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ー
キ
」
る
、

長
を
楽
し
む
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と
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つ
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要
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、
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、
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さ
が
つ
い
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思
い
ま
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と
、
い
ろ
ん
な
人
と
積
極
的
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わ
る
よ
う
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つ
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コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
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